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　小川村のご当地キャラクター。昨年全国よりデ
ザイン、名前を公募し誕生しました。特産の「お
やき」「西山大豆」等をモチーフとしています。
小川村ＰＲの為、村内外のイベントに出動します。
皆様のお越しをお待ちしています。

　　　　小川村商工会

小川村「おやキング」



　

商
工
連
は
５
月
28
日
、
塩
尻
市
の
ホ

テ
ル
中
村
屋
に
お
い
て
平
成
26
年
度
通

常
総
会
を
開
催
し
、
参
加
総
数
53
名
の

中
、
提
案
さ
れ
た
平
成
25
年
度
事
業
報

告
書
・
連
結
収
支
決
算
書
等
の
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
﨑
会
長
は
冒
頭
、「
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
特
化
し
て
、
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
の
早
期
制
定
と
小
規
模
事

業
支
援
策
の
抜
本
的
拡
充
を
も
と
め
て
、

全
国
の
商
工
会
で
署
名
活
動
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
制
定
を
促
進
す
る
そ

の
結
果
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
と

小
規
模
事
業
者
支
援
法
案
の
２
法
案
が

本
年
３
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
国
会
と
県
と
議
題
化
さ
れ

る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

経
済
の
活
性
化
、
特
に
小
規
模
企
業
者

の
振
興
策
が
折
り
込
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
８
割
の

小
規
模
事
業
者
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

日
本
経
済
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
見

方
が
国
や
県
の
方
針
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
で
て
く

る
と
小
規
模
事
業
者
の
役
割
が
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
、
商
工
会
の
支
援
及
び
事

業
が
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
と
し
て
、
平
成
25
年
度
は

商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
施

に
向
け
て
、
商
工
連
機
構
改
革
や
商
工

会
広
域
支
援
グ
ル
ー
プ
体
制
拡
充
等
を

行
っ
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
を
全
力
で
支
援
す
る
た
め
、

支
援
部
門
と
管
理
部
門
を
分
離
し
、
支

援
体
制
の
明
確
化
や
、
課
制
を
廃
止
し

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
、
業
務

に
応
じ
チ
ー
ム
間
の
人
員
の

流
動
化
に
よ
る
様
々
な
問
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
体

制
を
整
備
し
た
こ
と
に
対
す

る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

商
工
会
グ
ル
ー
プ
体
制
の

拡
充
と
し
て
、
意
見
集
約
会

を
県
下
会
場
に
て
14
回
、
地

域
グ
ル
ー
プ
説
明
会
を
20
回
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
説
明
会
を
４

回
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
商
工
会
広
域
支
援

グ
ル
ー
プ
体
制
拡
充
支
援
を
行
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
産
業
振
興
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成
と
し
て
、
模
範
と

な
る
14
箇
所
の
モ
デ
ル
事
業
の
選
定
表

彰
や
県
内
観
光
地
の
Ｐ
Ｒ
、
県
女
性
連

の
「
未
来
の
経
営
者
を
育
て
る
事
業
」

の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

実
績
優
良
商
工
会
表
彰
と
し
て
、
商

工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、
特
定

退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
の
各
部
門

ご
と
に
上
位
商
工
会
が
紹
介
さ
れ
、
代

表
し
て
４
商
工
会
に
、
矢
﨑
会
長
よ
り

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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通
常
総
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
長
野
県
産
業
労
働
部

吉
澤
産
業
労
働
参
事
よ
り
、
平
成
26
年
3
月
に
制
定
さ

れ
た
「
長
野
県
中
小
企
業
振
興
条
例
」
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
冒
頭
、
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
、
長
野
県
で

は
、
県
内
の
中
小
企
業
が
、
企
業
数
で
全
体
の
99
％
を

占
め
、
県
内
経
済
や
地
域
社
会
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
（
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
ア
ジ
ア
新
興
国
の
台
頭
な
ど
）
に
よ

り
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の

発
展
に
向
け
た
関
係
者
の
役
割
や
県
の
基
本
的
施
策
な

ど
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
条
例
を
制
定
し
た
旨
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

条
例
は
、
第
１
条
の
目
的
と
し
て
「
中
小
企
業
の
振

興
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
等
を
あ
き

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
な
中
小
企
業
の
振
興
を

図
り
、
も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
地
域
社
会
の

持
続
的
な
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
以
下
、
基

本
理
念
と
し
て
6
項
目
、
県
や
中
小
企
業
関
係
団
体
な

ど
各
関
係
者
の
役
割
等
に
つ
い
て
8
項
目
、
条
例
の
基

本
理
念
に
則
っ
た
基
本
政
策
6
項
目
を
定
め
、
全
体
で

31
条
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
県
に
よ
る
中
小
企
業

の
振
興
に
関
す
る
施
策
が
総
合
的
に
策
定
・
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
商
工
連
な
ど
中
小
企
業
関
係

団
体
は
各
団
体
が
連
携
し
て
、
小
規
模
企
業
者
に
配
慮

し
て
、
相
談
、
指
導
、
技
術
支
援
、
研
修
等
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
中
小
企
業
者
へ
の
支

援
・
施
策
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
商
工
連
通
常
総
会
の
開
催

表彰を受ける東御市商工会清水会長
（商工貯蓄共済増加口数第１位）

矢﨑商工連会長の挨拶

中
小
企
業
振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
！
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県
青
連
の
平
成
26
年
度
通
常
総
会
及
び

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
去
る
５
月
15
日
～
16

日
に
か
け
て
箕
輪
町
「
伊
那
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報

告
書
・
収
支
決
算
書
、
平
成
26
年
度
の
事
業

計
画
書
・
収
支
予
算
書
等
の
承
認
に
関
す
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
箕

輪
町
及
び
南
箕
輪
村
両
商
工
会
青
年
部
に

小
林
会
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
県
下
４
地
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
青
年
部
員
に
よ
る
「
主
張
発

表
大
会
」
を
開
催
し
、
審
査
の
結
果
、
宮
田

村
商
工
会
青
年
部
員
の
上
野
則
秋
氏
が
最

優
秀
賞
と
な
り
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
長

野
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
青
年
部
の
重
要
課
題
で
あ
る
部

員
増
強
に
よ
る
組
織
強
化
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
株
式
会
社
オ
リ

フ
ァ
イ
の
代
表
取
締
役
の
山
田
進
一
氏
よ

り
「
経
営
に
活
か
す
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
活
用

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
り
、
こ
の
内
容
を

踏
ま
え
青
年
部
の
事
業
活
動
の
拡
充
展
開

に
つ
い
て
のT

w
itter

討
論
会
で
は
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
り
、
２
日
間
に
及
ぶ
大
変
有

意
義
な
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
し
た
。

　

５
月
12
日
（
月
）
松
本
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン

タ
ー
ニ
ュ
松
本
」
に
お
い
て
、
通
常
総
会
及

び
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会

で
は
、
平
成

25
年
度
事
業

報
告
、
収
支

決
算
報
告
、

平
成
26
年
度

事
業
計
画
な

ど
が
審
議
さ

れ
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、

県
下
４
地
区
を
代
表
し
て
佐
久
市
望
月
商

工
会
の
井
出
里
美
氏
、
辰
野
町
商
工
会
の
青

木
博
子
氏
、
木
祖
村
商
工
会
の
原
悦
子
氏
、

小
布
施
町
商
工
会
の
高
津
厚
子
氏
の
４
名

が
出
場
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞

は
、
地
域
の

高
齢
者
の
た

め
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施

設
を
起
業
、

高
齢
者
と
地

域
を
結
ぶ
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

女
性
部
に
加
入
さ
れ
、
女
性
部
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
事
業
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
、
佐
久
市
望
月
商
工
会
の
井
出
里

美
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

で
は
、
平
成
26
年
度
事
業
展
開
に
つ
い
て
、

商
工
連
青
年
部
女
性
部
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

よ
り
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
飯
綱
町
に
あ
る

㈱
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
久
世

良
三
氏
を
お
招
き
し
、「
子
供
経
営
塾
を
実

施
す
る
企
業
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
昨
年
度
、
本
年
度
と
子

供
経
営
塾
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
企

業
で
あ
る
㈱
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
様
が
、
地
域
の

学
校
授
業
を
受
け
入
れ
し
た
様
子
や
、
地
域

貢
献
へ
の
取
り
組
み
な
ど
事
例
を
交
え
て

お
話
し
く
だ
さ
り
、
聴
講
者
は
企
業
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
教

育
へ
の
協
力

を
積
極
的
に

取
り
組
む

き
っ
か
け
の

一
つ
と
な
り

ま
し
た
。

長
野
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

長
野
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
・

商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

県青連／県女連

小林会長より開催にあたっての挨拶

最優秀賞に輝いた上野則秋氏講師の山田進一氏

総会で挨拶をする佐々木会長最優秀賞を受賞された井出里美氏

講師の久世良三氏
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この制度は

の三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月

までの健康な方

Ⅲ 加入期間
　　10年間

Ⅳ 加入口数
　　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
　　�ただし、被保険者が申込日現在満15歳未満の場合、加入

できる通算保険金額は、1,000万円以内となります。

Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計

をお返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積

立金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てられ、満

期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数に応じ最

高2,000万円までの利用ができます（ただし、商工会等で
の審査があります。）

Ⅸ 加入口数と診査区分

　（注１）　 �ただし、被保険者が申込日現在満15歳未満の場合、加入できる通算保険
金額は1,000万円以内となります。

　（注２）　 �人間ドックや健康診断を受けられている方については、診査基準上、人間
ドック成績表や健康診断通知書（申込日（告知日）から1年以内の受診の
もの）のコピーを提出いただくことにより、診査医の診査にかえることが
可能です。（ただし、必要な項目がすべて記載されている場合。）

　（注３）　 �既契約がある場合は、合算保険金により、告知書扱が変更になることがあ
ります。

加入のご案内

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜15口 16〜20口 100万円40〜46歳 1〜12口 13〜20口
47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円
55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

資金の
貯蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え 更新契約できます！

　　　 そのメリットは…
１　現在の保障内容が継続可能！
２　告知や診査等は不要！
３　病気や入院中の方でも更新可能！
○�更新とは、既加入の契約が満期になった時、

健康状態に関係なく原則としてそれまでの保
険金額の範囲内で保障を継続できる制度です。

　

平
成
26
年
度
に
新
た
な
経
営
支
援
体
制
と
し
て
県
下
15
の
経
営

支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
を
構
築
し
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ

に
統
括
経
営
支
援
員
１
名
と
副
統
括
経
営
支
援
員
１
名
（
坂
城
戸
上

グ
ル
ー
プ
を
除
く
）
の
合
計
29
名
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
６

月
５
日
（
木
）
に
塩
尻
市
「
ホ
テ
ル
あ
さ
ひ
館
」
に
て
第
１
回
統
括

経
営
支
援
員
・
副
統
括
経
営
支
援
員
会
議
が
開
催
さ
れ
、
29
名
全
員

出
席
の
も
と
、
い
よ
い
よ
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ス
テ
ー

ジ
Ⅱ
の
試
行
運
用
を
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
試
行
運
用
開
始
に

つ
い
て
」「
統
括
経
営
支
援
員
・
副
統
括
経
営
支
援
員
に
期
待
す
る

こ
と
」「
統
括
経
営
支
援
員
・
副
統
括
経
営
支
援
員
の
業
務
に
つ
い

て
」
等
の
説
明
を
商
工
連
よ
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
の

中
で
、
専
門
家
派
遣
事
業
を
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
を
通
じ
て
統
括
経
営
支
援

員
の
確
認
を
必
要
と
す
る
改
正
等
に
つ
い
て
や
、
ま
た
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ

と
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
の
相
違
の
解
釈
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
試
行
運
用
の
た
め
実
施
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
く
、
支
援
事
例
を
重
ね
な
が
ら
良
い
方
法
に
改
善
し
て
い
く

方
針
で
す
。
こ
の
後
６
月
中
に
各
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
で

運
営
会
議
等
を
開
催
し
、
全
支
援
員
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
下
15
の
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
が
以
下
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

１
．
南
佐
久
グ
ル
ー
プ

　

２
．
北
佐
久
グ
ル
ー
プ

　

３
．
上
小
グ
ル
ー
プ

　

４
．
伊
北
諏
訪
グ
ル
ー
プ

　

５
．
上
伊
那
南
部
グ
ル
ー
プ

　

６
．
南
信
州
北
部
グ
ル
ー
プ

　

７
．
南
信
州
西
南
部
グ
ル
ー
プ

　

８
．
木
曽
グ
ル
ー
プ

９
．
安
曇
野
市
グ
ル
ー
プ

10
．
筑
摩
野
グ
ル
ー
プ　

11
．
北
ア
ル
プ
ス
グ
ル
ー
プ

12
．
長
野
市
グ
ル
ー
プ

13
．
坂
城
戸
上
グ
ル
ー
プ

14
．
高
水
グ
ル
ー
プ

15
．
長
野
北
西
グ
ル
ー
プ

商工会中期マスタープラン進行中 !!

お問い合わせはお近くの商工会へ
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江
戸
時
代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
本
棟
造
り
の

古
民
家（
築
３
百
年
）の
重
厚
な
佇
ま
い
に
し
て
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
「
フ
レ
ン
チ
料
理
」

と
「
焼
肉
」
を
気
軽
に
楽
し
め
る
飲
食
店
「
長

屋
門 

桒く
わ

は
ら
」
が
、
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
店
名
は
以
前
か
ら
交
流
の
あ
る
宮
崎

駿
監
督
に
独
立
を
報
告
し
た
際
に
考
案
し
て
頂

き
ま
し
た
。
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
と
し
て
修
業
し

て
き
た
店
主
桒
原
さ
ん
の
料
理
と
、
そ
れ
ら
を

楽
し
め
る
店
内
の
空
間
に
も
趣
が
あ
り
、
優
雅

な
時
間
が
緩
や
か
に
流
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

桒
原
シ
ェ
フ
は
前
職
の
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
㈱（
＝

根
羽
村
第
三
セ
ク
タ
ー
）
で
17
年
間
、
総
料
理

長
兼
副
支
配
人
と
し
て
、
施
設
の
運
営
と
料
理

部
門
を
統
括
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
域

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
野
生
鳥
獣
に
よ

る
森
林
や
農
作
物
へ
の
被
害
対
策
と
し
て
、
捕

獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
生

産
者
と
な
る
猟
友
会
や
商
工
会
の
飲
食
店
メ
ン

バ
ー
と
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
も
信
州
ジ
ビ
エ
研
究
会
（
長
野
県

林
務
部
主
管
）
の
理
事
を
務
め
て
お
り
、
信
州

ジ
ビ
エ
料
理
の
先
駆
者
と
し
て
県
内
各
地
で
招

聘
さ
れ
、
ジ
ビ
エ
の
解
体
か
ら
食
肉
加
工
へ
の

手
順
の
指
導
を
行
い
、
都
市
部
の
料
理
店
や
ホ

テ
ル
へ
の
販
売
の
道
筋
を
作
り
、
ま
た
同
時
に

日
本
人
が
食
べ
易
い
味
付
け
の
ジ
ビ
エ
料
理
の

開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
よ
い
品
質
の
ジ
ビ

エ
や
食
材
を
お
い
し
く
調
理
し
て
消
費
者
の
も

と
に
届
け
た
い
と
の
想
い
が
募
り
、
ま
た
以
前

か
ら
料
理
人
と
し
て
独
立
開
業
の
目
標
も
持
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、良
い
店
舗
建
物（
古
民
家
）

に
巡
り
合
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
、
開
業
を

決
意
さ
れ
ま
し
た
。
根
羽
村
商
工
会
で
は
創
業

前
か
ら
相
談
を
受
け
、
経
営
計
画
策
定
か
ら
国

の
創
業
補
助
金
の
採
択
を
獲
得
し
、
そ
の
他
各

方
面
か
ら
開
業
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

開
店
か
ら
半
年
経
ち
ま
し
た
が
、
高
級
店
で

は
な
く
敷
居
は
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
知

さ
れ
て
き
て
お
り
、
地
元
住
民
と
く
に
主
婦
友

達
の
皆
様
が
既
に
常
連
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
れ
ま
で
ジ
ビ
エ
を
知
ら
な
か
っ
た
方
か
ら

も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
春
先
か
ら
は
家
族
や

グ
ル
ー
プ
で
の
法
事
慶
事
や
食
事
会
の
ほ
か
に
、

会
社
の
歓
送
迎
会
・
商
談
・
接
待
な
ど
大
事
な

場
面
で
の
会
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
天
龍
川
舟
下
り
や
観
光
バ
ス
会
社
か
ら
の

昼
食
会
場
や
お
弁
当
注
文
の
利
用
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
住
民
向
け
料
理
教
室
も
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
ま
す
ま
す

楽
し
み
で
す
。

根羽村商工会　長屋門 桒
くわ

はら　桒原　幸一郎

信州食文化ジビエ料理を、フレンチと
焼肉スタイルで提供するレストランの開業

風格のある門前に立つ、店主桒原さん

中小企業の新たな事業活動

スタッフ一同と根羽杉彫りのトトロがお待ちしております
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工
業
部
会
異
業
種
交
流
事
業

　

こ
こ
箕
輪
町
は
、
田
園
工
業
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
た
町
で
す
。

　

そ
ん
な
町
の
産
業
構
造
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

工
業
部
会
員
の
、
新
し
い
何
か
を
探
求
す
る
情

熱
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
非
常
に
旺
盛
で
、
受

注
開
拓
、
製
品
開
発
を
目
的
に
、
共
同
研
究
、

視
察
研
修
、
展
示
商
談
会
出
展
、
情
報
発
信
な

ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
数
年
前
か
ら
続
く
「
箕
輪
マ
イ
コ
ン
制
御

研
究
会
」、
平
成
14
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
も
の

づ
く
り
交
流
プ
ラ
ザ
」、平
成
18
年
か
ら
の
「
ブ

ラ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
分
野
が
異
な
る
10
社
以
上
の
会
員
が
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
今
で
も
活
発
に
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

事
例
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
11
年
当

時
は
中
小
企
業
に
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
ｓ
の
共
同
取
得
事
業
を
手
始

め
に
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
関
係
者
や
信
大
農
学
部
と

の
製
品
開
発
研
究
（
16
年
）、
独
立
型
太
陽
光

発
電
照
明
装
置
開
発
（
18
年
）、
移
動
式
ソ
ー

ラ
ー
灯
商
品
化
（
19
年
）、
小
水
力
発
電
設
置
、

農
工
商
連
携
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
補
光
栽
培
実
験

（
22
年
）、
ベ
ン
チ
型
照
明
「
あ
い
テ
ラ
ス
」
開

発
（
23
年
）、災
害
用
救
援
車
両
製
作
（
24
年
）

な
ど
、「
省
エ
ネ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
太
陽

光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
研
究
対
象
に
し
、
そ
の
成

果
物
を
被
災
地
や
農
業
に
お
け
る
活
用
例
と
し

て
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
う
し
た
製
品
を
開
発
す
る
た
め
に
、

先
進
地
や
展
示
会
に
出
向
き
、
交
流
も
欠
か
さ

ず
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
に

は
５
年
、
先
進
地
浜
松
に
は
ハ
イ
テ
ク
浜
松
・

浜
松
も
の
づ
く
り
技
術
展
で
通
算
６
年
、
機
械

要
素
技
術
展
５
年
、
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
に
は

８
年
、
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
２
年
、

埼
玉
彩
の
国
ビ
ジ
ネ

ス
ア
リ
ー
ナ
５
年
、

地
元
上
伊
那
地
域
で

は
中
央
ア
ル
プ
ス
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
に
そ
の
前
身
フ
ェ
ア
含
め
５
年
、

そ
れ
ぞ
れ
連
続
し
て
参
加
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
大
と
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

展
示
商
談
会
で
の
効
果
は
企
業
に
よ
り
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、
将
来
の
新
製
品
や
新
技
術
の
開

発
、
提
携
の
糸
口
に
な
る
重
要
な
事
業
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

商
業
部
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

商
業
部
会
で
力
点
を
置
い
て
い
る
事
業
の
一

つ
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
が
あ
り

ま
す
。
平
成
23
年
に
、
そ
れ
ま
で
夏
季
1
回
で

あ
っ
た
発
行
に
、
年
末
年
始
大
売
出
し
事
業
を

止
め
て
冬
季
発
行
を
加
え
、
一
本
化
し
ま
し
た
。

予
算
上
合
計
３
千
万
円
規
模
（
一
時
期
７
千
万

円
）
を
維
持
し
つ
つ
、
大
規
模
会
員
で
の
利
用

集
中
の
抑
制
や
購
入
制
限
な
ど
、
小
規
模
会
員

や
消
費
者
に
も
納
得
い
た
だ
け
る
改
善
を
し
な

が
ら
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

他
の
商
工
会
よ
り
少
な
い
10
％
プ
レ
ミ
ア
ム

で
す
が
、
常
に
販
売
開
始
日
当
日
で
完
売
す
る

人
気
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
今
年
は
、
利
用
期
間
の
延
長
要
望
を
考

慮
し
、
発
行
は
年
１
回
で
利
用
期
間
を
夏
か
ら

冬
に
か
け
７
か
月
と
し
、
2
回
発
行
時
よ
り
利

用
期
間
を
延
長
し
て
実
施
し
ま
す
。
統
合
に
よ

り
、発
行
経
費
が
圧
縮
で
き
、本
会
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
た
め
、
今
回
の
変
更
の
試
み
が
好
評

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

青
年
部
事
業

　

青
年
部
も
活
発
で
す
。
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
主
眼
に
し
た
活
動
を
し
て
お
り
、
創
立
50

周
年
の
今
年
は
、
町
内
の
自
然
公
園
に
在
る
老

朽
化
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
の
改
修
再
生
事

業
を
、
週
末
に
部
員
総
出
で
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
の
完
成
披
露
に
、
町
民
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

本
会
全
体
事
業
と
し
て
、
今
年
の
目
玉
は
19

年
振
り
の
産
業
物
産
展
で
す
。
日
本
経
済
同
様
、

地
域
産
業
の
再
生
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.95

南信

中央アルプスビジネスフェアで展示した災害用救援車両

プレミアム商品券の発売（平成25年冬季）
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日
本
の
高
齢
化
は
進
み
、
昨
年
、
65
歳
以
上
が
４

人
に
１
人
と
い
う
高
齢
者
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ど
の
企
業
も
増
加
す
る
高
齢
者
市
場
に
目

を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
も
増
加
す
る
こ
の
高
齢
者
層
を
如
何
に
呼
び
込

む
か
が
経
営
の
鍵
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
齢
者
に
や
さ
し
い
店
（
商
店
街
）
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

１
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
店
と
は
…

　
「
高
齢
者
＝
介
護
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

連
想
し
が
ち
で
す
が
、
要
介
護
（
要
支
援
）
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
は
意
外
に
多
く
、
ま
だ

ま
だ
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
に
と
っ
て
や
さ
し
い
店
と
は
ど

ん
な
店
で
し
ょ
う
か
？
一
言
で
言
え
ば
、
高
齢
者
の

身
体
的
特
徴
や
性
格
に
あ
っ
た
店
を
作
る
こ
と
で
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
特
徴
と
そ
の
対

応
策
を
記
述
し
て
み
ま
す
。

　

①
耳
が
遠
い
→
接
客
で
は
「
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な

声
」
で
対
応
。
②
視
力
が
低
下
→
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
プ
ラ
イ

ス
カ
ー
ド
の
文
字
を
大
き
く
。
拡
大
鏡
付
の
カ
ー
ト

を
揃
え
る
。
③
足
腰
が
弱
い
→
入
口
・
店
内
の
段
差

を
な
く
す
。
通
路
は
広
く
。
店
内
に
ベ
ン
チ
等
を
用
意
。

カ
ー
ト
を
ア
ル
ミ
製
に
。
④
く
ど
く
て
頑
固
→
時
間

を
か
け
た
接
客
。
⑤
腰
が
曲
が
っ
て
い
る
→
商
品
陳

列
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
高
さ
を
低
く
。
⑥
食
が
細
い
→
少
量

パ
ッ
ク
や
調
理
済
み
の
商
品
を
揃
え
る
。（
個
食
化
に

も
対
応
）
⑦
朝
が
早
い
→
早
朝
営
業
（
早
朝
割
引
）

の
実
施
。
⑧
孫
が
可
愛
い
→
孫
向
け
商
品
を
充
実
。

　

サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
買
い
物
し
た
も
の
を
自
宅
ま

で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
、
買
い
物
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

移
動
販
売
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
飲
食
店
で
は
】

　

飲
食
店
に
と
っ
て
も
高
齢
化
対
策
は
、
こ
れ
か
ら

を
生
き
抜
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
高
齢
者

用
の
メ
ニ
ュ
ー
（
家
庭
的
な
和
食
、
少
量
多
品
種
、
低

価
格
）
を
開
発
し
、
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
の
利
用
者
と

し
て
定
着
さ
せ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
世

代
対
応
メ
ニ
ュ
ー
は
家
族
単
位
の
誘
客
に
有
効
で
す
。

店
内
は
で
き
る
だ
け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
通
路
は

広
く
、
小
上
が
り
や
座
敷
は
掘
り
ご
た
つ
式
を
採
用
、

ト
イ
レ
も
洋
式
が
望
ま
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
常
連
客
は
名
前
で
呼
ぶ
、
薬
を
飲
む
た
め

の
湯
を
食
後
に
提
供
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
齢

者
の
心
を
掴
み
ま
す
。

２
、
商
店
街
の
対
応
は
？

　

個
々
の
店
だ
け
で
は
な
く
、
商
店
街
全
体
と
し
て

も
高
齢
者
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
高
齢
者
が
安
全

に
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
買
い
物
途
中
で
も
休
め
る
ベ
ン
チ
や

休
憩
所
、
公
衆
ト
イ
レ
、
更
に
は
赤
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム

な
ど
を
設
置
す
る
と
家
族
で
も
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物

が
楽
し
め
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
店
認
定
制

度
」
を
つ
く
り
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
と
も
に
、
お

店
の
ス
タ
ッ
フ
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を
受
講

し
た
り
、
介
護
施
設
で
研
修
す
る
な
ど
、
高
齢
者
へ

の
対
応
・
理
解
度
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た

商
店
街
づ
く
り
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障
害
者

や
子
育
て
マ
マ
の
利
便
性
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

３
、
老
人
扱
い
は
嫌
！

　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
店
を
作
ろ
う
と
し
た
時
、
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。「
高
齢
者
」

「
65
歳
以
上
」「
お
年
寄
り
」
と
い
っ
た
高
齢
を
意
識
さ

せ
る
言
葉
を
不
用
意
に
使
う
こ
と
で
す
。
高
齢
者
は

周
り
か
ら
年
寄
り
だ
と
見
ら
れ
て
も
、
本
人
は
年
寄

り
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
が
圧
倒
的
で
す
。
年
齢

訴
求
が
不
快
感
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

２
０
３
０
年
に
は
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
に
な

る
と
予
想
さ
れ
、
今
、
百
貨
店
、
量
販
店
、
コ
ン
ビ

ニ
は
高
齢
者
市
場
を
意
識
し
た
業
態
開
発
が
盛
ん
で

す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
を
如

何
に
店
に
呼
び
込
む
か
が
、
経
営
の
安
定
化
、
成
長

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

高齢者を呼び込む
　　　　　　店づくり！
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１�　

こ
の
寄
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
、
テ
ー
マ
は
「
債

権
保
全
・
回
収
を
確
実
に
す
る
方
法
等
」
に
関
す

る
内
容
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

�　

そ
の
時
、「
確
実
に
す
る
方
法
」
と
い
う
言
葉
が

頭
に
引
っ
掛
か
っ
た
。
何
故
な
ら
私
が
こ
の
仕
事

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
30
数
年
に
な
る
が
、
そ
の

中
で
「
確
実
に
す
る
方
法
」
な
ど
と
い
う
も
の
は

頭
に
浮
か
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

�　

例
え
ば
、
債
権
担
保
の
代
表
格
と
し
て
の
抵
当

権
で
す
ら
、
事
業
資
金
を
融
資
し
て
く
れ
る
銀
行

の
場
合
な
ら
ま
だ
し
も
、
一
般
の
人
達
が
取
引
先

の
相
手
に
不
動
産
の
担
保
提
供
を
求
め
て
も
、「
俺

を
信
用
で
き
な
い
の
か
。」
と
言
わ
れ
拒
否
さ
れ
る

の
が
オ
チ
で
あ
る
。

　

�　

仮
に
担
保
取
得
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
先
順

位
の
権
利
者
が
い
れ
ば
、
競
売
手
続
の
フ
タ
を
開

け
て
み
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
回
収
で
き
る
の
か
が

全
く
予
想
が
つ
か
ず
、
さ
ら
に
物
件
の
価
格
に
し

て
も
バ
ブ
ル
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
今
は
売
却

で
き
る
の
か
さ
え
不
安
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

そ
の
上
、
そ
れ
ら
の
手
続
は
専
門
家
に
依
頼
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
費
用
も
時
間
も
か
か
る
。
そ

し
て
、
思
い
通
り
の
結
果
が
出
な
け
れ
ば
目
も
当

て
ら
れ
な
い
。

２�　

前
置
き
が
少
し
長
く
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
以
下

に
誰
で
も
で
き
、
費
用
も
か
か
ら
な
い
債
権
保
全

に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

　

�　

債
権
が
時
効
で
消
滅
す
る
期
間
で
あ
る
が
、
民

法
は
原
則
と
し
て
10
年
と
な
っ
て
お
り
、
商
法
で

は
５
年
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
民
法
に
は
、

そ
れ
よ
り
短
い
、
３
年
・
２
年
・
１
年
で
時
効
消

滅
し
て
し
ま
う
短
期
消
滅
時
効
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
実
際
の
現
場
で
は
、
具
体
的
に
発
生
し
て
い

る
債
権
が
「
ど
の
債
権
」
に
該
当
し
、「
何
年
で
消

滅
す
る
の
か
」
を
判
別
す
る
の
が
難
し
い
。

　

�　

少
し
話
は
ず
れ
る
が
、
先
に
述
べ
た
民
法
の
短

期
消
滅
時
効
な
ど
は
条
文
を
読
め
ば
「
助
産
師
の

債
権
」「
演
芸
を
業
と
す
る
債
権
」
な
ど
の
言
葉
が

出
て
く
る
。
現
代
の
我
々
が
読
め
ば
「
何
だ
、
こ

の
言
葉
は
。」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
並
ん
で
い
る
。

そ
の
理
由
で
あ
る
が
、
民
法
自
体
が
明
治
31
年
に

施
行
さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
産
物
だ

か
ら
で
あ
る
。

　

�　

そ
の
よ
う
な
訳
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
債
権
は
ど
の
債
権
に
該
当
す
る
か
を
、
ま
ず
、

知
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
律
相
談

な
ど
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

３�　

以
上
、
債
権
が
一
定
の
期
間
の
経
過
で
消
滅
し

て
し
ま
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
一
般
の
健
全
な

人
か
ら
み
れ
ば
そ
れ
は
「
踏
倒
し
で
は
な
い
か
、

と
ん
で
も
な
い
話
だ
。」
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
法
律
が
そ
れ
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

�　

そ
れ
で
は
、
債
権
者
は
、
そ
の
時
間
の
経
過
を

指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
し
か
な
い
の
か
。
そ
う

で
は
な
い
、
そ
の
対
抗
手
段
と
し
て
時
効
の
中
断

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
時
効
期
間
が
い
っ
た
ん
進

行
を
始
め
た
の
ち
、
進
行
を
中
断
し
て
そ
れ
ま
で

に
進
行
し
た
期
間
を
無
意
味
に
す
る
こ
と
を
時
効

の
中
断
と
い
う
。

　

�　

時
効
を
中
断
す
る
事
由
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
例
え
ば
、
裁
判
で
訴
え
る
な
ど
の
方
法
も

時
効
の
中
断
に
該
当
す
る
が
、
誰
に
も
で
き
る
簡

単
な
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
承
認
」
で
あ
る
。

承
認
と
は
、
消
滅
時
効
の
利
益
を
有
す
る
債
務
者

が
債
権
者
に
対
し
、
権
利
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
表
示
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

�　

具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
か
。
一
般
的
に
お
金

の
支
払
い
の
悪
い
債
務
者
は
、
資
金
力
が
な
い
者

と
考
え
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
。
債
権
者
と
し
て
は
、

一
度
に
満
額
の
支
払
い
を
受
け
た
い
の
は
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
無
い
袖
は
振
れ
ぬ
。
そ
の
場
合
、

何
と
か
数
千
円
で
も
よ
い
か
ら
「
一
部
の
支
払
」

を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
す
ら
も
ダ
メ

な
ら
「
先
延
ば
し
の
合
意
文
書
」「
分
割
払
い
の
合

意
文
書
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
方
法
な
ら
ば
、
相
手
方
の
債
務
者
も
応
じ
や
す

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
時
効
は
中
断
す
る
。

　

�　

こ
の
中
断
に
関
連
し
て
、
相
談
者
よ
り
次
の
よ

う
な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
る
。

　

�　
「
私
は
債
務
者
に
対
し
、
毎
月
、
文
書
で
請
求
書

を
出
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
都
度
、
中
断
の
効
力

が
生
じ
時
効
は
完
成
し
て
い
な
い
で
し
ょ
。」
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。

　

�　

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ
り
間
違
い
で
あ
る
。

民
法
は
催
告
に
単
独
で
の
中
断
の
効
力
を
認
め
て

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
さ
れ
た
い
。

債権の保全・管理
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「
天
地
の
為
志
を
立
つ
、
生
民
の
為
道
を

立
つ
、
去
聖
の
為
絶
学
を
継
ぐ
、
万
世
の
為

大
平
を
開
く
」

　
　
　
　
　

宋
の
儒
学
者　
　

張
横
渠

　

平
成
26
年
４
月
１
日
法
人
成
り
を
し
た
日

に
筆
字
で
大
き
く
書
き
、
事
務
所
に
張
り
出

し
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
か
ら
葡
萄
園
に
向

か
い
ま
し
た
。
従
業
員
は
私
を
含
め
３
名
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
夢
を
抱
い
て
の
出
発
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を

生
業
と
し
20
年
間
ひ
た
す
ら
事
業
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
の
生
き
方
に
疑

問
を
持
ち
始
め
、
何
年
か
前
よ
り
仕
事
を
従

業
員
に
任
せ
て
フ
リ
ー
な
立
場
を
作
り
ま
し

た
。
運
良
く
家
内
が
子
供
か
ら
手
が
離
れ
お

店
に
出
る
と
い
う
こ
と
に
も
助
け
ら
れ
、
生

業
を
離
れ
、
自
分
探
し
を
始
め
ま
し
た
。
本

を
何
冊
も
読
み
、
人
生
の
先
生
が
で
き
ま
し

た
。
友
達
の
ス
イ
カ
畑
の
手
伝
い
に
も
行
き

ま
し
た
。
政
治
活
動
に
も
参
加
し
て
み
ま
し

た
。
40
歳
に
し
て
迷
い
に
迷
い
ま
し
た
。
生

き
る
目
標
を
失
っ
て
家
に
引
き
こ
も
る
日
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
病
の
中
の
叔
父

か
ら
「
山
葡
萄
園
を
管
理
し
て
欲
し
い
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。
教
わ
り
な
が
ら
や
る
の

な
ら
…
と
軽
く
引
き
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
運

命
の
歯
車
が
回
り
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

聞
く
の
と
や
っ
て
み
る
の
は
大
違
い
、
大
変

な
こ
と
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
な
あ
と
思

い
な
が
ら
自
分
で
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。
お

金
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
機
械
化
を
図
り
、

体
は
ぐ
ん
と
楽
に
な
り
ま
し
た
。
農
薬
を
使

わ
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
栽
培
）
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。
汗
を
か
か
な
い
、
日
に
焼

け
な
い
、
仕
事
も
き
つ
く
な
い
農
業
を
目
指

し
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

安
曇
野
市
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
相
談
を
持
ち

か
け
「
収
穫
し
た
山
葡
萄
で
ワ
イ
ン
を
作
っ

て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
？｣

と
、
３
回
か
よ
っ

て
や
っ
と
話
が
決
ま
り
ま
し
た
。
１
年
間
醸

造
さ
れ
た
ワ
イ
ン
は
と
て
つ
も
な
く
美
味
く
、

自
店
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
売
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
好
評
で
す
ぐ
に
１
０
０
本
完
売
し
ま

し
た
。
翌
年
に
は
倍
の
２
０
０
本
、
次
の
年

４
０
０
本
、
昨
年
は
５
０
０
本
と
倍
々
で
完

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て

く
る
と
「
自
分
で
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
み
た

い
！
」
と
思
い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
色
々
調
査
し
て
み
る
と
か
な
り
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
無
く

し
て
な
に
が
人
生
」
の
心
意
気
で
取
り
組
ん

で
み
ま
し
た
。
こ
こ
で
商
工
会
に
は
と
て
も

骨
を
折
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
山
形
村
か
ら
特

区
申
請
を
依
頼
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
づ
く

り
か
ら
６
次
産
業
化
に
向
け
て
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
交
付
金
申
請
や
総
合
化
計
画
の
各
種

書
類
作
成
へ
の
支
援
か
ら
、
行
政
機
関
か
ら

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
駄
目
出
し
へ
の
対
応
、

関
東
農
政
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
同
席

な
ど
本
当
に
商
工
会
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ

た
、
助
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
役
場

職
員
の
お
世
話
に
も
な
り
、
お
陰
で
最
初
の

ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
特
別
調
整
特
区
（
ワ
イ
ン

特
区
）
の
認
可
が
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
酒
類
最
低
製
造
量
が
６
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か

ら
２
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
緩
和
さ
れ
、
小
規
模

な
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
設
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
６
次
産
業
補
助
金
と
酒
類
製
造
免
許
、

保
健
所
の
許
可
と
、
ま
だ
ま
だ
ク
リ
ア
ー
し

な
く
て
は
い
け
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
商
工
会
の
支
援
が
あ
り
心
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
商
工
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
お
金
を
借
り

る
時
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
、

結
構
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
組
織
だ
と
い
う

こ
と
を
今
更
な
が
ら
知
り
ま
し
た
。

　

一
人
で
思
い
悩
ん
で
い
た
時
期
と
比
べ
、

今
は
沢
山
の
友
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
出
る
話
に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成
し
た
ら

何
が
何
で
も
１
億
円
貯
め
よ
う
。
そ
う
し
た

ら
バ
ハ
マ
に
別
荘
を
建
て
て
み
ん
な
を
呼
ぼ

う
。
一
人
１
０
０
ド
ル
ず
つ
持
た
せ
て
露
店

へ
買
い
物
に
行
こ
う
。
買
っ
て
き
た
物
で
お

い
し
い
料
理
を
作
ろ
う
。
心
は
バ
ハ
マ
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夢
は
10
年
計
画
で
す

が
ち
ょ
っ
と
話
す
と
浮
世
離
れ
し
て
い
て
叶

う
は
ず
の
な
い
夢
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、

叶
わ
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。

　

問
題
は「
い
つ
も
ど
こ
を
向
い
て
い
る
か
」

な
ん
で
す
。
楽
し
く
て
、
楽
し
く
て
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

9 ●商工連ながの H26.8月号

山形村商工会商業部会長
有限会社むかいや

代表取締役　藤　沢　啓　太

い
つ
も
ど
こ
を
向
い
て
い
る
か

栽培している山葡萄（ヤマ・ソービニオン）

委託醸造した山葡萄酒

注目 Vol.99
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平成26年度春の褒章
秦泰阜村商工会長が
藍綬褒章を受章
　泰阜村商工会長の秦会長が、長
年の功績を讃えられ、藍綬褒章を
受章されました。
　おめでとうございます。

県知事表彰の受賞者
　平成 26 年度の県知事表彰に次の方が受賞されました。
おめでとうございます。（順不同）
　【産業功労者】
　　春原　晃夫　氏（浅科商工会長、商工連理事）
　　品田　宗久　氏（小海町商工会長）
　　岩下　勇雄　氏（青木村商工会長、商工連理事）
　　西條　次男　氏（高森町商工会長、商工連理事）
　　片桐　美治　氏（前阿智村商工会長、前商工連監事）

　【産業功労団体】
　　臼田町商工会青年部

平成26年度 信州ゆたかな
環境づくり県民会議表彰

秦　和陽児　氏  
（泰阜村商工会長、商工連理事）

表彰のお知らせ

商工会の会員とご家族、会員事業所の従業員限定

「生命」保障の魅力

MESSAGE BOARD

取　扱　内　容
共済期間/掛金払込期間 10年

加入年齢範囲 ６歳～65歳（保険年齢）

共済金額の範囲
６～14歳：２口（1,000万円）

15～24歳：２口～10口（5,000万円）
25～65歳：２口～12口（6,000万円）

付加する特約 リビング・ニーズ特約／指定代理請求特約
掛金（払込方法） 月払い（口座振替）
契約の更新 自動更新

30歳 40歳 50歳 60歳
男性 1,730円 2,960円 5,940円 12,460円
女性 1,310円 2,110円 3,440円 5,850円

❶低廉な掛金
❷有配当（満期時または共済金支払時）
❸自動更新
❹リビング・ニーズ特約の付加
　※�被共済者の余命が６か月以内と判断された場合、生
きている間に保険金を受け取ることができます。

❺高度障害給付金
掛金例（２口＝1,000万円）

※詳細は「ご契約のしおり・約款」をご確認ください

大切なご家族をお守りする保障

「生命」保障商工会の
福祉共済

お問い合わせはお近くの商工会へ

「けが」の補償、「病気」の補償、「がん」
の補償に加えて……
大きな死亡保障が新登場しました。
これにより、人に関するすべての保
障（補償）の準備が可能になりました。

新登場！

　県内の各地域において、企業・各種団体・
ＮＰＯ等が実施する環境保全や、環境教育に
取り組む「信州豊かな環境づくり県民会議」
により木曽町商工会女性部の、“花のあるまち
づくり事業”が表彰されました。
　この事業は平成 14 年度木曽福島町商工会女
性部の地域振興活動の一環として始められ、
商工会の合併を経て木曽福島地域から近隣の
日義・開田高原・三岳そして王滝村地域へと
活動の範囲を広げました。プランターに花を
植えるだけでなく、設置場所の草取りや清掃
も行い、観光地としてのイメージアップや地
域の環境美化に貢献しています。花の管理も
女性部員が
当番で行い
5 月下旬か
ら 10 月 頃
まで楽しむ
ことができ
ます。

花を植えるプランターの準備
木曽町商工会女性部



　

阿
智
村
は
下
伊
那
郡
の
西
南
に
位
置
し
、

西
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
恵
那
山
を
境
と
し
て

岐
阜
県
お
よ
び
木
曽
郡
に
接
し
、
東
は
飯
田

市
と
下
條
村
、
南
は
阿
南
町
と
平
谷
村
に
接

し
て
い
る
人
口
約
６
、７
０
０
人
の
山
あ
い

の
村
で
す
。

　

阿
智
村
の
名
の
由
来
は
、
平
安
初
期
に
編

纂
さ
れ
た
旧
事
本
紀
に
こ
の
地
域
一
帯
を

「
阿
智
」
と
呼
ぶ
記
述
が
あ
り
、
ま
た
延
喜

式
に
は
東
山
道
の
道
筋
の
中
に
阿
智
駅
が

載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
こ

の
一
帯
を
指
す
「
阿
智
」
の
名
を
昭
和
31
年

の
３
村
合
併
後
の
新
村
名
と
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
18
年
１
月
に
浪
合
村
と
合
併
、

平
成
21
年
３
月
に
清
内
路
村
と
合
併
し
、
新

「
阿
智
村
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

阿
智
村
に
は
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
歌
わ

れ
て
い
る
「
園
原
の
里
」
や
、
３
６
０
度
の

眺
望
が
楽
し
め
る
富
士
見
台
高
原
、
ヘ
ブ
ン

ス
そ
の
は
ら
ス
キ
ー
場
・
治
部
坂
高
原
ス

キ
ー
場
・
あ
ら
ら
ぎ
高
原
ス
キ
ー
場
の
３
つ

の
ス
キ
ー
場
の
ほ
か
、
南
信
州
随
一
の
温
泉

郷
「
昼
神
温
泉
郷
」
が
あ
り
、
通
年
を
通
し

て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
主
催
の
全
国
星
空
継
続
観

察
（
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
で
平
成
18
年
度
夏
期
観
察
の
結
果
、
全

国
で
一
番
綺
麗
な
星
空
を
観
測
で
き
る
場
所

と
し
て
阿
智
村
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の「
日

本
一
の
星
空
」
と
い
う
地
域
資
源
を
阿
智
村

へ
の
誘
客
や
活
性
化
に
活
用
す
る
た
め
、
平

成
24
年
か
ら
ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら
の
「
ナ
イ

ト
ツ
ア
ー
」
や
、
治
部
坂
高
原
の
「
浪
合
ス

タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
っ
た
、
標
高 

１
、４
０
０
メ
ー
ト
ル
や
１
、２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
高
原
で
満
天
の
星
空
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
イ
ベ
ン
ト
と
も

利
用
客
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
「
日
本
一
の
星
空
の

村
だ
け
あ
っ
て
星
に
詳
し
い
村
民
が
多
い
」

と
い
う
阿
智
村
の
特
徴
を
作
り
だ
し
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
阿
智
村
ス
タ
ー
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
試
験
」を
実
施
し「
星
空
ガ
イ
ド
」

を
養
成
す
る
事
業
や
、
地
域
通
貨
「
ス
タ
ー

コ
イ
ン
（
星
の
金
貨
）」
を
試
験
的
に
製
作
し
、

阿
智
村
へ
の
誘
客
効
果
が
あ
る
か
を
実
験
す

る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
に
は
阿
智
村
が
「
恋
人

の
聖
地
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

全
国
の
観
光
地
の
中
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
ふ

さ
わ
し
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ス
ポ
ッ
ト
を
選

ぶ
取
り
組
み
で
す
。
今
後
、
満
天
の
星
空
の

も
と
で
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
デ
ー
ト
を
楽
し

む
「
恋
人
の
聖
地
」
と
し
て
阿
智
村
が
全
国

か
ら
脚
光
を
浴
び
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

11 ●商工連ながの H26.8月号

天空の楽園　ヘブンスそのはらナイトツアー

毎年多くの観光客で賑わう　園原の花桃まつり 村内３つのスキー場の１つ　治部坂高原スキー場

日
本
一
の
星
空
の
村

　
　「
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
」
阿
智

Vol.9
阿智村商工会



食品・非食品

本事業では、地域経済を支える中小企業・小規模事業者等が、農商工連携や地域資源の活用などにより開

発した商品等や、魅力ある隠れた地域産品等をECサイトでBtoB並びにBtoC市場へ紹介・普及を行う

ことにより、地域の優れた産品を紹介・販売し、中小・小規模事業者の商品展開力・販売力の向上等を図

ることを目的とします。

■出品に係る費用

　【主催者（ニッポンセレクト .com）負担】
　 ・ウェブ作成に係る取材、編集業務と製作費

　 ・ウェブ掲載後の運用全般

　　（受発注、掲載、商品管理、決済）業務と費用

　 ・販売に伴う広告宣伝費

　 ・商品の仕入れ・支払い業務と費用

　　※生鮮品など取材・撮影時期を逸している商品は

　　　画像の提供をお願いすることがあります。

　

【ウェブ掲載者（出品事業者）負担】
・申込費用、出品費用は無料です。

・掛け率での卸価格提供になります。

　売上げは、振込手数料を差し引いた後、事業者ごとに

　指定の口座へお振込み致します。

・物流費（写真撮影所の送料など）

・サンプルの無償提供（お申込み時サンプル）

・振込手数料

・その他掲載者の個別の事由により計上される費用等　

1. EC サイトの開設
 　 購買意欲を高めるために需要な要素である「商品」の素材（画像、盛り付けや商品説明文等）の制作を行い

 　 消費者の購入意欲を喚起し、商品販売に関して発生する決済業務（売上・在庫情報の報告・支払い）といった  　  

　 利便性の向上、バイヤー商談会に係る業務・消費者からの問い合わせに対応し、各商品の販売促進支援をします。

2. 広報・特徴等について
 　 １）「リスティング及びアフェリエイト、バナー広告」を活用したウェブ上での広告宣伝集客します。

 　 ２） 各媒体（TV、雑誌等）とのタイアップとして特集企画を行い、ウェブ利用者等以外の年齢層に周知を図ります。

■開 設 日　   平成 26 年 2 月 5 日 ( 水）～

■主　　催　  全国商工会連合会

■募集内容　  「食品」、「非食品」

                    自社で開発、製造又は販売をしている商品 

                    目安として \3,000 以上の商品 ( セットも含む )

　　　　　　  掛け率はご相談の上、調整させていただきます。

■掲載予定数  5000 商品

■展開内容 

ニッポンセレクト .com 運営事務局 ㈱ふるさとサービス 東京都千代田区有楽町 2-10-1 東京交通会館 10F

Mail：otoiawase@nipponselect.com

　TEL ： 050-5541-7446（土・日・祝日を除く 9:30 ～ 18:30）　FAX ： 050-5541-7759
担当：筒井、為貝（ためがい）、井上、小椋(おむら)

お問い合わせは

　こちら

ニッポンセレクト .com ホームページ申込み受付ページよりお申込みください。

　　　　　　　　

                    
※ 随時応募を受付

　　　　　　　　

                    

http://www. nipponselect.com/entry/
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ことにより、地域の優れた産品を紹介・販売し、中小・小規模事業者の商品展開力・販売力の向上等を図

ることを目的とします。

■出品に係る費用

　【主催者（ニッポンセレクト .com）負担】
　 ・ウェブ作成に係る取材、編集業務と製作費

　 ・ウェブ掲載後の運用全般

　　（受発注、掲載、商品管理、決済）業務と費用

　 ・販売に伴う広告宣伝費

　 ・商品の仕入れ・支払い業務と費用

　　※生鮮品など取材・撮影時期を逸している商品は
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・申込費用、出品費用は無料です。

・掛け率での卸価格提供になります。

　売上げは、振込手数料を差し引いた後、事業者ごとに

　指定の口座へお振込み致します。

・物流費（写真撮影所の送料など）

・サンプルの無償提供（お申込み時サンプル）

・振込手数料

・その他掲載者の個別の事由により計上される費用等　

1. EC サイトの開設
 　 購買意欲を高めるために需要な要素である「商品」の素材（画像、盛り付けや商品説明文等）の制作を行い

 　 消費者の購入意欲を喚起し、商品販売に関して発生する決済業務（売上・在庫情報の報告・支払い）といった  　  

　 利便性の向上、バイヤー商談会に係る業務・消費者からの問い合わせに対応し、各商品の販売促進支援をします。

2. 広報・特徴等について
 　 １）「リスティング及びアフェリエイト、バナー広告」を活用したウェブ上での広告宣伝集客します。

 　 ２） 各媒体（TV、雑誌等）とのタイアップとして特集企画を行い、ウェブ利用者等以外の年齢層に周知を図ります。

■開 設 日　   平成 26 年 2 月 5 日 ( 水）～

■主　　催　  全国商工会連合会

■募集内容　  「食品」、「非食品」

                    自社で開発、製造又は販売をしている商品 

                    目安として \3,000 以上の商品 ( セットも含む )

　　　　　　  掛け率はご相談の上、調整させていただきます。

■掲載予定数  5000 商品

■展開内容 

ニッポンセレクト .com 運営事務局 ㈱ふるさとサービス 東京都千代田区有楽町 2-10-1 東京交通会館 10F

Mail：otoiawase@nipponselect.com

　TEL ： 050-5541-7446（土・日・祝日を除く 9:30 ～ 18:30）　FAX ： 050-5541-7759
担当：筒井、為貝（ためがい）、井上、小椋(おむら)

お問い合わせは

　こちら

ニッポンセレクト .com ホームページ申込み受付ページよりお申込みください。

　　　　　　　　

                    
※ 随時応募を受付

　　　　　　　　

                    

http://www. nipponselect.com/entry/
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商工連ながの H26.8月号● 12

 信州匠選  選定品のご紹介
　本会が行う信州匠選事業は、県内でとれる産物を使った商品を特産品として販売・消
費することにより、地域活性化を推進することを目的として、長野県産の材料を30％
以上使ったものだけを認定しています。

信州匠選URL：http://www.nagano-sci.or.jp/takumisen/

■ナチュラルチーズ
　大量生産ではなく、心を込めた少量生産、技術を重
ねた長期熟成の製造、自家生産の原料乳を使用し、味
にこだわりを持ったここだけのチーズです。

〒391-0112  諏訪郡原村17217-118
℡0266-74-2080（直販所）  URL：http://www.yatsunou.jp/

八ヶ岳中央農業実践大学校
〒399-8102  安曇野市三郷温5094-1

℡0263-77-8510  URL：http://www.yuuin.com/

あ　づ　み　野　遊　印
有限会社　えぞ彫工芸社

■あづみ野遊印
　リンゴの小枝を加工した100％手彫りのはんこ。実
印や銀行印、デザインはんこまでじつに多彩で、独特
の温かい風合いが魅力です。

地域の特産物をぎゅっと集約した産直お買いものサイト
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食品・非食品

Mail：otoiawase@nipponselect.com

　TEL ： 050-5541-7446（土・日・祝日を除く 9:30 ～ 18:30）　FAX ： 050-5541-7759
担当：筒井、為貝（ためがい）、井上、小椋(おむら)

お問い合わせは

　こちら

ニッポンセレクト .com ホームページ申込み受付ページよりお申込みください。

　　　　　　　　

                    
※ 随時応募を受付

　　　　　　　　

                    

http://www. nipponselect.com/entry/

出展者

募集中

商品の素材 ( 画像、盛付けや商品説明文等 ) の制作費無料！

EC サイト運用は全て事務局負担！

出店事業者様の申込費用、出品費用は無料！

web や各媒体 (TV、雑誌等 ) へ広告宣伝集客を請け負います！

自社で開発、製造又は販売をしている商品「食品」、「非食品」　募集 !! 自社で開発、製造又は販売をしている商品「食品」、「非食品」　募集 !! 

出店事業者様のご負担

・物流費（写真撮影所の送料など）　　・サンプルの無償提供（お申込み時サンプル）

・振込手数料　　・その他掲載者の個別の事由により計上される費用等　


